
市

民

の

皆

さ

ん

に

と

っ

て

身

近

な

支

所

の

窓

口

機

能

を

強

化

し

ま

す

市
民

の
皆

さ
ん

が
便
利

な
よ

う
に
、
支

所

は
住

民
票

や
戸
籍
、
印
鑑
証
明

な
ど
の

ほ

か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
業

務
を
行

っ
て

い
ま
す

。

こ

れ
ま
で
に
も
市

は
支
所

の
機
能
強
化

に
努

め
て
き
ま
し
た

が
、
皆

さ
ん
か
ら

の

電

話
で
の
お
問

い
合

わ
せ

な
ど
に
的
確
に

こ

た
え

ら
れ
る
よ
う

に
、
支
所
と
本
庁
各

部
各

課
を
結
ん

だ
内
線
電

話
（
転

送
電

話
）

を
全

支
所
に
設
置
し

ま
す

（
７
月
１
日

か

ら
利
用

開
始

）
。
こ

の
電
話

を
利
用

す

る

こ
と
に
よ
り
、

支
所

の
担
当
す
る
業
務
外

の
専
門
的
な
内

容
で
あ
っ
て
も
本
庁

の
関

係
課
へ
円
滑

に
取
１

次
ぐ
こ
と

が
可
能

に

な
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
お
問

い
合

わ
せ

昨
年
1
1月
に
「
松
戸
市
行
政
リ
ス
ト
ラ
実
施
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
が
、
実
施
計
画
で
は
、
平
成
８

年

度
か
ら
平

成
1
0年
度
ま
で
の
三
ヵ
年
の
間

に
実
施
す

る
予
定
の
見
直
し
事
業
と
し
て
二
百
九
十
六
項
目
を
掲

げ
ま
し
た
（
広
報
ま
つ
ど
１
月
2
0日

号
に
掲
載
）
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
満
足
し
て
い

た
だ
け

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

め
ざ
し
て
、
今
年
度
か
ら
計
画
の
実

現
に
向
け
て
市

議
会
に
ば
か
り
な
が
ら
取

り
組
み
を
開
始
す
る
、
主
な
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

行
政
リ
ス
ト
ラ
の
実
施
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

防
除
器
具
の
貸
し
出
し
と
防

除
薬
剤
の
配

付

、
障
害
者

の
有

料
道

路
割
引
証

の
交
付

、

市

民
交
通
障
害
保
険
保
険

金
の
請
求
、
不

在
者
投
票
の
事
務

、
町
会

・
自
治
会
な
ど

の
自
主
防
災
組
織

に
対

す
る
支
援
も
、
平

成
８

年
度
か
ら
全
支
所
で
行

い
ま
す
。

に

適
切

に

対

応
で

き

る

よ
う

に

な
り

ま

す
。ま

た

、
新
し

い
窓
口

の
試

み
と

し
て

、

六
実
支

所
と
新
松
戸
支
所

を
モ

デ
ル

ケ
ー

ス

と

し
て

テ

レ

ビ
電

話

を
設

置

し

ま

す

（
７
月
１
日

か
ら
利
用

開
始
）
。
今
ま
で

本

庁

に
来
な
け
れ

ば
で

き
な
か
っ
た
複
雑

な

申
請

な
ど

が
、
支
所

で
も
で
き

る
よ
う

に

な
り
ま

す
。

そ
の
業
務
と
し

て
は
、
国
民
健
康

保
険

業

務
で
高
額

療
養

費
等

の
療
養
費

の
申
請

や
、
は
り

・
き

ゅ
う
な
ど
の
利
用
券

の
交

付

、
乳
児
給
付

付
加
金
申
請
な

ど
、
国
民

年

金
業
務
で
も

、
国
民
年
金
未

支
給

（
障

害

・
母

子

・
準
母

子

・
遺
児

・
寡

婦
）
年

金
支
給
請
求
に
関
係
す
る
業
務
や
死
亡
一

時
金
裁
定

請
求
書
に
関
係
す

る
業
務
な
ど

が
支
所
で
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

そ

の
他

に
も
、
ア

メ
リ

カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

学
校
余
裕

教
室
の

活
用

児
童
生
徒
数
の
減
少
に
伴
っ
て
発
生
し

て
い
る
余
裕
教
室
の
、
よ
Ｉ
有
効
な
活
用

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
活
用
方
法
と
し
て
、
学
校
教
育
機

能
の
一
層
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
生
涯

学
習
、
老
人
福
祉
、
防
災
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
の
活
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
活
用
が
市
民

の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
も
の
な
の
か
を
考

え
て
い
く
た
め
に
、
市
民
各
層
、
学
校
の

代
表
、
学
識
経
験
者
等
で
構
成
さ
れ
る

「
松
戸
市
余
裕
教
室
活
用
計
画
策
定
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
委
員
会
で
余

裕
教
室
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
の
基
本
方

針
を
策
定
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
や
学
校

に
合
っ
た
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

補
助
金
・
受

益
者
負
担

・

業
務
委
託

制
度
の
改
革

行

政
リ

ス
ト
ラ
実
施
計
画
に
基

づ
い
て

各
項
目

の
指
針
を
策
定
す

る
た

め
、
庁
内

に
三

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
設
置
し

ま

し
た

。

各

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
は
、各
部
・
各

課

が
個
々
の
事
条

の
見
直
し
を
行

う
た
め

の
共
通

指
針
を
策
定
し
、
そ

の
結
果
を
平

成
９

年
度
に
反
映

さ
せ
て
い
く
予｛
疋
で
す

。

①
補
助
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
各

種
補
助
金
の
公
平
性

・
有
効
性
な
ど

に
つ

い
て
検
証
す
る
た
め
の
基
準

づ

く
り
を
は
じ
め
、
補
助
金
の
新
規
開

始

・
定
期
見
直
し
に
お
け
る
チ
ェ
ッ

ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
補
助
金
交
付

団
体
に
対
す
る
監
査
シ
ス
テ
ム
の
充

実
な
ど
の
具
体
的
な
見
直
し

基
準

・

計
画
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

②
受
益
者
負
担
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
、
受
益
と
負
担
の
公
平
性
を
常
に

適
正
化
す
る
た
め
、
受
益
者
負
担

の

考
え
方
の
構
築
、
受

益
と
負
担
の
妥

当
性
を
明
ら
か
に
し
た
算
定
方
法

の

確
立
、
費
用
負
担
区

分
の
基
準
、
使

用
料
減
免
制
度
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

③
業

務
委
託

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、

委
託
の
効
果
を
上

げ
る
た
め
、
市
が

実
施
す
べ
き
か
、
民
間
に
業
務
委
託

を
す
べ
き
か
の
基
準
を
策
定
す
る
と

と

も
に
、
業

務
委

託
の
仕
様
基
準
、

完
了
の
審
査
基
準
な
ど
の
指
針
の
策

定
も
行
い
ま
す
。

行
政
手

続
条
例
の
制

定

公
正

・
透

明

な
行

政

運
営

を

め

ざ
し

て
、
行
政
手
続
条

例
を
平

成
８
年
度
中
に

制
定
す
る
た
め

、
検
討
を
行

っ
て

い
ま

す
。

行

政
手
続
条

例
は
、
市

の
条
例
や
規
則

に
根
拠
を
置
く
許
認
可

な
ど

の
処
分

や
届

出
、
ま
た
、
行

政
指
導
の
手

続
き
に

つ
い

て
公
正

の
確
保

と
透
明

性
の
向
上
を
図

る

た
め
、
共
通

す
る
ル
ー
ル
を
定
め

る
も
の

で
す
。

参
考

ま

で
に

、
平

成

６
年
1
0
月

に

施

行

さ
れ
た
国

の
行

政
手

続
法
の
内
容
を
紹

介

し
ま
す
。

①

迅
速

・
透
明

な
処
理

の
確
保

許
認
可

な
ど
の
「
申
請
に
対

す
る
処
分
」

に
つ

い
て

は
、
そ
の
迅
速
で
透
明

な
事

務

処
理
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
必
要
な
規
定

を
設
け
て

い
ま
す
。

②
公

正
・
公
平

な
手
続

の
確

保

許
認
可

な
ど
を
取
り
消

す
「
不

利
益
処

分
」

に
つ

い
て
は
、
行
政
運
営

に
お
け
る

公
正

の
確
保
を
図

る
と
と

も
に
、
相
手

の

権
利

利
益
の
保
護
を
図

る
た
め
、
必
要

な

規

定
を
設

け
て

い
ま
す

。

③

明
確

性
・
透
明

性
の
確

保

行

政
指
導
に

つ
い
て

は
、
行

政
指
導

の

明

確
性
と
透
明
性

を
確

保
す
る
規
定
を
設

け
て

い
ま
す
。

行

政
監
査
の
実

施

市
の
各

部
門

が
行
弓
事

務
事
業

に
対

し

て
、
手
段

と
目

的

が
合

っ
て

い
る
か
、
最

小

の
経
費

で
最

大

の
効
果
を
挙

げ
て
い
る

か

、
法
令

に
従
っ
て
適
正

に
行

わ
れ
て

い

る
か
、
目

的
を
十
分
に
達
成
し

て
い
る
か

な
ど
に
つ

い
て
、

テ
ー
マ
を
選

定
し
て
監

査

す
る
行

政
監
査
を
平
成
８
年

度
か
ら
開

始
し
ま
す
。

松
戸
市
行
政
リ
ス
ト
ラ
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
、
よ
び
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
市
の
事
務
事
業
を
再
構
築
し
て
い
く

も
の
で
す
。

市
は
、
行
政
リ
ス
ト
ラ
に
永
続
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

亘

事
務
管
理
課

平

成
８
年
８
月

ま
で
に
実

施
さ

れ
た
も
の

・
議
会
会
議
録
の
見
直
し

・
健

康
づ
く
り

推
進
協
議

会
委
員

へ
の
市
民
参
加

・
都
市

計
画
審

議
会
委
貝

へ
の
女

性
委
員
の
登
用

・
納
税
義
務

者
へ
の
課

税
明
細
書

（
資
産
の
内
訳
書
）
の
送
付

・
消

費
生
活
相

談
の
充
実
強
化

・
計
量
モ

ニ
タ

ー
を
廃

止
し
、
商

品

量
目
試

買
検
査
委
託

事
業

に
統

合・
市
指
定
（
単
独
）
の
救
急
病
院
制

度
の
廃
止

・
法
人
商

店
街
育
成
事

業
（
助

成
）

の
見
直
し
と
強
化

・
障
害
者
雇
用
促
進
の
支
援

・

地
域

医
療

懇

談
会

を
廃

止

し
、

地
域

保
健
医
療

推
進
協
議

会
に
統

合・
母

子
家
庭
就

労
促
進
事

業
の
見

直
し

こ

」
ど
も
映
画

大
会
を

移
動
児
童

館
で
の
人
形
劇
に
転
換

・
高
速
製

本
印

刷
機

の
導
入
に
よ

る
印
刷
費
の
軽
減

・
既
存
電
算
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
統

廃
合

・
職

員
共
済
組

合
交
付

金
の
二
〇

％
削
減

・
ノ
ー
残
業

デ
ー
の
拡
大

・
木

申
告
事
業
所
へ
の
Ｐ
Ｒ

・
市
有

建
築
物
耐

震
改
修
推

進
委

員
会
の
設
置

・
文
化

財
保
護

協
力
員

に
よ

る
巡

回
点
検

・
防
火

防
災
指
導

の
対
話
方

式
化

・
消
防
救
助
隊
の
再
編
成

・
若
年
勧
奨
退
職
制
度
の
改
正

・
職
員
採
用
計
画

の
見
直
し

・
職
貝
採
用
試
験
の
見
直
し

平

成
８

年
度

上

期

に
実

施

が
予

定
さ

れ
て

い
る
も

の

・
女
性
行

動
計
画

推
進
協
議

会
に

公
募
委
員
を
導
入

・
花
火
大
会
へ
の
市
民
参
加

・
増
改
築
相
談
員
の
活
用

・
寄
付
受
入
手
続
き
の
迅
速
化

・
市
で
行

う
講

座
で
保
育

的
サ

ー

ビ
ス
を
実
施

・
観
光
地
（
矢
切
・
本
土
寺
）
周
辺
の

整
備
充
実

・
経
営
相
談
事

業
を
商
工

会
議
所

と

の
共

同
開
催

に
よ

る
講
習
会

に

転
換

・
文
化
講
演
会
の
地
区
開
催

そ

の
ほ
か
十
五
件

平

成
８

年

度

下

期

に

実
施

が
予

定
さ

れ
て

い
る

も
の

・
審
議
会

等
委
員
選

任
基
準

の
策

定・
観
光
ま

ち
づ
く
り

へ

の
市

民
参

加・
年
間

指
名
契
約

業
者
及

び
指
名

基
準
の
公
表

・
社
会
福

祉
協
議
会

の
支
援

強
化

・
ま
ち

づ
く
り

指
導
要

綱
の
見
直

し・
商

店
街
近
代

化
講
習

会
を
専
門

家
派

遣
と
商
店

街
動

向
調
査

に
転

換・
公

衆
く
ず

か

ご
を
分

別
方
式

に

転
換

・
電
算
リ

プ
レ

ー
ス

（
再
リ

ー
ス
）

に
よ
る
賃
借
料
の
軽
減

・
普
通

財
産
貸

付
地

の
売
却
促

進

・
普

通
財
産
（
未

利
用

地
）
の
処
分

・
農
業

基
本
構

想
に
よ
る
振
興
要

綱
及

び
各

種
制
度
資

金
の
見

直
し

そ
の
ほ
か
六
十
件

人口と世帯

人口

男

女

世帯

460,596人

233,787人

226,809人

172,816世帯

＋289］

＋143]

+ 146]

+  255 ］

は
前
月
比

幸な内容

市営プールがオープン

監査結果の公表

市民意識調査がまとまる

情報チャンネル

見に行こう　聴いてみよう

相談あんない　ほか

発行：松戸市　編集：企画部広報課
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市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
行
政
リ
ス
ト
ラ
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す

そ
の
ほ
か
九
十
三
件

６月１日現在



新松戸プール042-9332 番

へ行こう 市
営
プ
ー
ル
（
屋
外
）
が
オ
ー
プ
ン

各

回
総

入

れ
替
え

制

（
和
名
ヶ
谷
ス

ポ

ー
ツ
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
を
除
く
）

『
－
回
目
　
午
前
９
時
～
1
1
時
（
土
・
日

を
除
き
、
7
/
2
0
日
か
ら
）

２
回
目
　
正
午
～

午
後
２
時

３
回
目
　
午
後
３

時
～
５
時

を
天

候
に

よ
り
中

止

、
ま
た
は

変
更

あ
リ

東部スポーツパークプール
091-0944 番

料 金 （２時間 ）

一般200 円　中学生以 下50 円

クリーンセンタ ー温水プール

一般　400円　中学生以下　100円

和名ヶ谷スポーツセン タープ ール

一般　600円　中学生以下　200円

運動公園プールQ63-9554 番中央公園プール 登63-6863 番

クリーンセンター温水プール
S85-７１００番一年中泳げる温水プ ール

和名ヶ谷スポーツセンタープール

昔91-5990 番

入居者募集

ケアハウスリバーサ

イド・ヴィラ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
ザ
バ
ー
サ
イ
ド
ー

ヴ
ィ
ラ
」
は
、
身
体
機
能
の
低
下
に

よ
り
独
立
し
て
生
活
す
る
に
は
不
安

な
六
十
歳
以
上
の
人
が
、
自
立
し
た

生
活
を
送
る
た
め
の
施
設
で
す
。

食
事
サ
ー
ビ
ス
や
高
齢
者
の
た
め

の
住
宅
機
能
を
備
え
、
各
室
が
独
立

し
て
い
る
た
め
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
尊

重
さ
れ
て
い
ま
す
。

運

営
は
設
置
者

の
社
会
福
祉
法

人

・
根
木
内
福
祉
会

が
行
う
た
め
、

入
居

に
あ
た
っ
て
は
、
直
接
同
会

と

契
約

す

る
こ

と

に
な
り

ま
す

。

所
在
地
…
松
戸
市
根
本
内
 
一
六
一

番
地
(
左
地
図
参
照
）

入
居
予
足
日
…
平
成
８
年
1
1
月
中

定
員
・
一
人
室
＝
四
十
二
室
、
二

人

室

＝
四
室

（
計
五

十
人

）

対

象

者
：

六

十

歳
以

上
で

、
ぽ

炊

が
で

き
な

い
程
度

の
身
体

機
能

の
低

下

が
認

め
ら

れ
る
人

、
ま

た
は

高
齢

等

の
た

め
独

立
し
て

生
活

す

る
に
は

不

安
な
人
で

、
家
族

に
よ

る
援
助

を

受

け

る
こ
と

が
困

難
な
人

費
用
：
事
務
費
＝
月
額
一
人
一
万

円
～
六
万
六
千
九
百
円
（
所
得
に
応

じ

て

国

の

補
助

が
あ

り

ま
す

）
、
生

活

費

＝
月
額

一
人
四

万
三

千
八

百
九

十
円

、
管
理

費

＝
月

額

一
人
室
ニ
エ
ト

四
百

五

十
円

、
二
人

室
四

千

六
百
五

十
円

（
そ

の
他
共

益
費

、
光
熱

水
費

等

は

実
費

負

担

と

な

り

ま
す

）
。
入

居

保
証

金

＝
一
人

室
三
十

万
円

、
二

人

室
五

十
万
円

。

施
設
概
要
・
：
各
室
独
立
し
た
居
室

（
洗
面

所

・
ト
イ

レ

・
流

し

台

・
物

入
付

き
）
　・
共

同
浴

室

・
個
人

浴
室

の
設

備

。
コ

ー
ル

ブ
ザ

ー
、
段

差
解

消

等

の
高
齢
者

仕

様
。
食
事

の
提
供

。

生
活

相

談

・
夜

間

宿
直
者

配
置

等

の

運

営
体

制

入

居
手

続
き
：
人

居
申
込

書

・
戸

籍

謄
本

・
健
康

診
断
書

・
住
民

票
謄

本

・
所

得
証
明

書

を
提
出

後
、
面

接

を

経
て

決
定
し

ま
す

。

同
ケ
ア
ハ
ウ
ス
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ー

ヴ
ィ

ラ
」
法

人
事

務
所

昔
4
2・
0
0

1
7

番

（
月
～

金
曜

日

の
午
後

１
時

～
４

時

）
、
ま
た

は
、

な

が
い
き
課

原

爆

被

爆

者

に

見

舞

金

を

差

し

上

げ

ま

す

対
象

平

成
８
年

７
月

１
日

現
在
市

内

に
居
住

し
、

住
民

基
本
台

帳

・
外

国
人

登
録

原
票

に
記

載
ま
た

は
登

録

さ

れ
て

お
り

、

被
爆
者

健
康

手
帳

の

交
付

を
受

け
て

い
る
人
 
見

舞

金

額

年

額
一
人

八
千
円

（
８

月
中

に
申
請

者

名
義

の
口

座

に
振
り
込

み

ま
す

。）

惠
７
月
１
日
(
月
)
～
2
2
日
(
月
)
の
間
に
、

印

鑑

・
被

爆
者
健

康
手
帳

・
申
請

者

名

義
の
金

融
機

関
と
口

座
番

号
と
預

金
種

別
等

が
確

認
で

き
る
も

の
を
持

っ
て

援
護
課

窓
口

へ

岡
援
護

課
社

会
係

パ

ー
ト
看
護

婦
募
集

対
象
四
十
五
歳
ま
で
の
看
護
婦
お

よ
び
准
看
護
婦
有
資
格
者

業
務
内

容
市
立
老
人
保
健
施
設
梨
香
苑
で
の

看
護
業
務

募
集
人
員
一
人

※
市
内
の
施
設
に
勤
務
し
て
い
る
人

は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ
い
。
必
要
書
類

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［

市
立
福
祉
医
療
セ

ン
タ
ー
東
松

戸
病
院
総
務
課
昔
9
1・
5
5
0
0

番

自
転
車
の
二
人
乗
り
は

や
め
ま
し
ょ
う

母

子

・

父

子

家

庭

に

医

療

費

を

助

成

し

ま

す

対
象
前
年
度
の
所
得
が
非
課
税
の

世
帯

で

、
十

八

歳
未
満

の
児

童
を

扶

養

し

て

い

る
母
子

・
父
子

家
庭

の
親

子

、
ま
た

は
父

・
母

の

い
な
い
十

八

歳
未

満

の
児

童

を
扶

養
し
て

い

る
人

（
十

八

歳

に
な

っ
た
後

も
最

初

の
３

月
3
1
日

ま

で

は

対

象
）
。

助

成
内

容
医
療

機
関

等

で
受

診

し
た

際
、
自

己
負

担
し

た
保

険
医
療

費
と

保
険
調

剤
費

（
附
加

給
付

等
を

除

い
た
額
）

匣
８
年
度
所
得
証
明
書
(
市
民
税
課

発
行

）
ま

た
は

７
年
分
所

得

証
明
書

（
税

務

署
発
行

）
・
健
康
保

険

証

の
写

し

・
組
合

保
険
加

人
者

は
附

加
給
付

証
明

書

・
印

鑑

を
持

っ
て
、
母

子

家

庭

は
福
祉
事

務
所

福

祉
係
、
父

子

家

庭

は
援
護
課

援
護

係

へ

外

国

人
の

た

め
の

相

談
窓

口
を

ご
利

用
く

だ
さ

い

市
内
在
住
の
外
国
人
の
た
め
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
お
近
く
に
困
っ
て
い
る
人
が
い

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
教
え
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
、
午
前
９
時
～
正
午
 
会
場

市
役
所
本
館

二
階
相
談
コ

ー
ナ

ー

相

談
内
容
日

常
生
活
に
お
け
る
諸

問
題

取
扱
言
語
英
語
・
中
国
語

・

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

・
ス
ペ
イ
ン
語
 
費

用
無
料

崑
市
民
相
談
室

７

月

は

社

会

を

明

る

く

す

る

運

動

強

調

月

間

「
社
会

を
明

る
く

す

る
運
動

」
は
、

犯
罪

の
防

止
と
罪

を

犯
し

た
人

の
更

生

に
理
解

を
深

め
、
犯

罪

や
非
行

の

な

い
明

る

い
社

会
を

築
こ
う

と

い
う

全

国
的

な
運
動

で
す

。

国

内

の
少
年

非
行

の
現
況

は
減

少

傾

向
に
あ

り
ま

す

が
、
依

然
と
し

て

心
配

さ

れ
る
状
況

で

す
。
少

年
非
行

を

防
ぐ
た

め
に

は
、

家
庭

や
学
校

、

職
場

、
地

域
社

会

が
一
体
と

な

っ
て

協

力
す

る
必
要

が
あ

り
ま
す

。

来
月

の
強
調
月

間

に

、
左

記

の
催

し
物

を
行

い
ま

す
。

皆

さ

ん
の

ご
理
解

と

ご
協

力
を

お

願

い
し
ま

す
。

日時  会場  内容援
護
課
庶
務
係

夏

だ

プール

水に入れば暑さなんてへっちゃら

7/1（月）

午後1時30分～
2時30分

７/４（木）

午前10 時～

午後3 時

松戸 駅

西ロ デッキ

市役所本館

2階会議室

市立松戸高等学校

吹奏楽部の演奏に

よる広報活動

(雨天の場合は松

戸駅東西連絡通路)

保護司による青少

年更生保護相談

ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く
明
る
い
社
会

・リバ ーサイド

ヴィラ案内図

広報 １９９６年(平成８年)６月25日

７月から
★
7
/
1
・
8
・
1
5
の
各
月
曜
日
は
休
み

★
7
/
1
・
8
・
1
5
の
各
月
曜
日
は
休
み

★7/1・8・15の各月曜日は、休み

■㎜|　｡.a-　II IS 冫･を｡ ･･
完 成 予 想 図

・北小金駅から徒歩20 分

・北小金駅から新京成バス「西新

田行き」宿畑バス停下車徒歩5分

松
戸
駅
か
ら
京
成
バ
ス
高
塚
梨
香
台
線
ま
た
は
国

分
線
で
「
陣
ヶ
前
」
下
車
徒
歩
1
1分

松
戸
駅
か
ら
新
京
成
バ
ス
三
矢
小
台
行
き
で
「
美

野
里
ハ
イ
タ
ウ
ン
」
下
車
徒
歩
９
分
、
ま
た
は
日

枝
神
社
行
き
で
「
富
士
見
台
」
下
車
徒
歩
１３
分

定 休 日　 月 曜日（祝日 の 場合 は翌 日）

一年 未年 始(12/29 ～1/4 ）

定休日 毎月第3月曜日( 祝日の場合は翌日）‘ 年末年始（12/29 ～1/4 ）



講座案内
講座名  日程  時間  費用  店員

地域職業訓練センター案内図

（
仮
称
）
大
谷
口
小
金
城
址
歴
史
公
園
の

開

園

記

念

歌

を

募

集

小
金
城
・
根
木
内
城
は
中
世
の
松
戸

地
方
を
支
配
し
て
い
た
高
城
氏
の
居
城

で
、
関
束
で
も
最
大
級
の
規
模
を
誇
る

史
跡
で
す
。
現
在
こ
こ
を
歴
史
文
化
ゾ

ー
ン
と
し
て
整
備
中
、
来
年
に
は
公
園

と
し
て
開
園
す
る
予
定
で
す
。

開
園
を
記

念
し

、
小
金
地
区

の
名

所

・
旧
跡
・
風
物
な
ど
を
織
り
込
ん
だ

親
し
ま
れ
る
歌
を
募
集
し
ま
す
。

内
容
盆
踊
り

に
活
用
で

き
る
も
の

（
音
頭
風
等
で
振
り
付
け
が
し
易

い
も

の

）
、
ま
た

は

フ
ォ

ー

ク
調

の

も
の

応
募
条
件
等
作
詩
ま
た

は
作
曲
の
み
、

作
詩
・
作
曲
、
も
し
く
は
そ
れ
ら
が
録

音
さ
れ
た
テ
ー
プ
で
の
応
募
叮
。
未
発

表
の
も
の
に
限
る
。
採
用
さ
れ
た
場
合
、

著
作

権
は
市

に
帰

属

。
応

募
さ

れ
た

テ

ー
プ
等

は
返

却
し
ま

せ

ん
。

賞
金

作

詩
・
作
曲
そ
れ
ぞ
れ
に
最
優
秀
賞
(
一

件
）

十
万

円

、
優

秀
賞

（
二

件

）
五
万

円
締
め
切
り
８
月
3
0
日
(
金
)

記

念

歌

の

審

査

委

員

募

集

募

集
人
数
二

人

（
無
報

酬
）
　

締
め

切
り
７
月
3
1
日
(
水
)

※
応
募
要

領

は
お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ

い
。

亘

〒
2
7
1松

戸

市

根
本

三

八
七

の
五

松

戸
市

役
所
商

工
観

光
課

（
容
6
6
・
7
3

2
7

番

）

監
査
結
果
の
公
表

平
成
７
年

度
の
定
期
監
査
及
び
随

時
監
査
（
工
事
監
査
）
結
果
の
概
要

を
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
８
年
６
月
７
日

松
戸
市
監
査
委
員

阿
部

芳
徳

原
島
康
廣

関
川
和
則

染
谷
建
治

〔
定
期

監

査
〕

○
監
査
の
対
象
―
清
掃
部
、
環
境
保

全

部
、

建
設
局

土
木

部

、
同
下

水
道

部

、
同

建
築

部
、
同

公
園

緑

地
部

、

同

ま
ち

づ
く
り

総
合

推
進

室

、
同
都

市

計
画

部
、
同

都
市

整
備

部

○
監
査
対
象
事
項
＝
配
当
予
算
の
執

行
状
況
、
委
託
料
の
事
務
処
理
状
況
、

財
産

・
備
品

の
維

持
管

理
状
況

（
共

通
事
項

）
、
廃

棄

物
の
収

集
・
運

搬

・

処
理

の
状
況

、

ご
み
再

資
源

化

の
促

進
状
況

（
清

掃

業
務
課

・
日

暮

ク
リ

ー
ン

セ

ン
タ

士

、
し
尿

処

理
手
数

料

の

賦
課
調

定
及

び
収

納

状
況

（
清
掃

業

務
課

）
、
最

終
処
分

場

の
維
持

管
理

状
況

（
清
掃

部
施
設

謀

・
日
暮

ク

リ

ー
ン
セ

ン

タ
士

、
雑
草

等

の
除
去
状

況

、
浄
化

槽

の
設
置

及

び
指
導

状
況

（
生
活

環

境
課

）
、
公

害

苫
情

と
処

理

状
況

、
公

害

発
生

源

の
規
制

・
指

導

状
況
（
公
害
課
）
、
工
事
・
資
材
の
入

札

及

び

契

約

状

況

（

十

木

部

管

理

課
・
計
画

業

務
課

・
住
宅

課

・
公

園

緑
地
課
）
、
未
登
記
市
道
路
の
調
査

及

び
登
記
事

務

状
況

、
道
路

・
準

用

河
川
の
占
用
事
務
状
況
、
市
道
及
び

側

溝

の
清

掃

状

況

（
土

木

部

管

理

課

・
道

路

課

）
、

水

路

の
新

設

及

び

維
持

管
理

状
況

（
都
市

水
路
課

・
河

川

課
）
、
下

水
道

使

用

料
及

び
受

益

者
負

担
金

の
収

納
状
況

（
下

水
道

部

施
設

課

・
計
両

業
務

課

）
、
下

水
道

の
新

設
及

び
維

持
管

理
状
況

（
工

務

第

１

課

・
工

務

第
２

課

）
、
巾

営

住

宅

の

管
理

状

況

（
住
宅

課

）
、

建

築

物
等

の
設

計
図

書

の
作
成
及

び
委

託

状

況

（
建

築
課

）
、

保

全

台
帳

の
作

成
及

び
整

備

状
況

（
保

全
設

備
課

）
、

屋
外

広
告

物
法

に
基

づ
く
事

務

処
理

状
況

、
違

反
建

築

物
の
現

地
確

認
及

び
是
正

処
理

状
況

（
建

築
指

導
課

）
、

公

園
及

び
街

路
樹

等

の
維

持

管
理
状

況

（
公

園

緑
地

課

）
、

白

井

聖
地

公

園

・
総
合
公

園

の
進
捗

状
況

（
白
井

聖

地
公

園
課

・
総

合
公

園
建
設

事
務

所

）
、
工

事

等

の
入

札

及

び
契

約
状

況

（
都
市

計
両

課

・
開
発

計
画
課

）
、

良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

歯
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
を
持

っ
て
も
ら
お
う
と
、
松

戸
市
児
童

・

生
徒
健
歯
審
査
会
」
が
６
月
１
日
(
土
)

に
衛
生
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

審
査
会
は
、
市
内
の
小

・
中
学
校

の
中
か
ら
最
を
健
康
な
歯
を
持
つ
児

童
や
生
徒
を
選
ぶ
健
歯
の
部
と
、
歯

の
健
康

を

題
材

と
し

て
描

か
れ
た

ポ

ス

タ
ー
を

選

ぶ
ポ
ス

タ

ー
の
部
に

分

け
て
行

い
ま
し

た
。

審

査

の
結
果

、
決
定

し
た
受

賞

者

は
次

の
と

お
り

で
す

。

健

歯
の

部

（
小

学

校
六

年
生

、
中

学

校
三
年

生

を
対
象

）

―
〔
小

学
校

男

子

〕

舛
迫

順

洋

（
横
須

賀

小

）
・

清

宮
英
一
・
（
寒
風

台
小

）
　・
箭

内
遼

平

（
南

部
小

）
［
小

学

校

女

子
］

先

達

利

沙

（
旭

町

小

）
・
大

塚

芽

以

（
ハ
ケ
崎
小
）
　
・
金
井
裕
了
（
新
松

戸
西
小
）
〔
中
学
校
男
子
〕
高
橋
大

輔

（

河

原

塚

中

）
・
羽

澤

裕

次

郎

（
第
三

中
）
　・
加

賀
祐

介

（
第
三

中
）

［
中

学

校
女

子

］

黒

田

聡
子

（
第

六

中

）・
濱

野
山

紀

（
占

ケ

崎
中

）
・
鈴

木
絵

里

（
河

原
塚

中
）

ポ

ス

タ

ー

の

部

＝
齊

藤

比

登

美

（
北
部
小
）
右
井
翔
子
(
小
金
小
)

中

村

哲

（
中
部
小

）

［
盟
保

健
体

育

課

登
6
6
・
7
4
5
9

番

一
生
付
き
合
う
歯
、
大
切
に
し
よ
う

都
市

計
画

道
路

等

の
新
設

改
良

状
況

（
街

路
課
）
、
上
地
区

画

整

理
組

合
に

対
す
る
指
導
助
成
状
況
【
区
画
整
理

課

）
、
市

街
地

整

備

事

業

の
進

捗

状

況

（
再

開
発
課

）

⑤
良
重

の

期
間

＝
平

成
８
年
１

月

６

日
～
３
月
2
9
日

○

監

査

の

結
果

―
監

査

の

結

果

は
、

お
お

む
ね
適

切
と
認

め

ら

れ
た

。

〔
随
時
監
査
（
工
事
監
査
〕

○
監
査
対
象
工
事
＝
北
松
戸
駅
西
口

自
転

車
駐
車

場
移

転
新

築
工
事

、（

仮

称
松
戸
市
八
ヶ
崎
消
防
署
新
築
工
事

○
監
査
対
象
事
項
＝
設
計
基
準
の
状

況
、

設
計

図
書
等

の
適

否

、
設
計
見

積

の
適
否

、
施
工

計
画

の

状
況

、
工

事

の
施
工

状
況

、
各
種

検
査

の

状
況

○
監
査
の
期
日
＝
平
成
８
年
2
月
2
9
日

○
監

査
の
結

果

＝
設

計

・
施
工

等
監

査

対

象

事

項

に

係

わ

る
監

査

結

果

は

、
お

お
む
ね

適
切

で
あ

り
、
特

に

指

摘
す

べ
き
事

項
は
見

受

け
ら

れ
な

か

っ
た

。

※
本
工

事

監
査

は
、
工

事

の
技
術

的

観
点

に
主
眼

を
置

い
て

い
る

た
め

社
団
法

人
日

本
技

術
士

会

に
専
門

技

術

士

の

派

遣

を

依

頼

し

て

、

設

計

図

書

等

の

審

査

及

び
現

場

の
実
地

調
査

を
行

っ
た

。

な

お
、
清

掃
部

清
掃
業

務
課

の
定

期
監
査

に

つ

い
て

は
、
地

方
自

治
法

第
一
九
九
条
の
一
．
の
規
定
に
基
づ

き
、

監
査
委

員
原

島
康

廣

を
除
斥

し

監
査

を
執
行

し
た

。

誕

生

月

に

は

現

況

届

を

提

出

し

ま

し

ょ

う

国

民
年

金

の
老

齢
年

金

や
障
害

年

金
な
ど
各
種
年
金
を
受
け
て
い
る
人

は
、
毎
年

誕

生
月

の
末
日

ま
で

に
社

会

保
険

庁
へ

「
年

金
受

給

権
者
現

況

届

」

を
提
出

す
る
こ

と

に
な

っ
て

い

ま
す

。

こ

の
届

は
、
年

金
を
受

け
て

い
る

人
や
そ
の
家
族
の
状
態
に
変
化
が
な

い
か
を
確

か
め
て

、
引

き
続

き
年

金

を
支

給
す

べ
き

か
を
決
定

す

る
、
年

に

一
度

の
大
切

な
届
で

す
。

現
況
届

の
川

紙
は
、

誕
生
月

の
初

め

に
本
人

あ
て

に
送
付

さ

れ
ま
す

の

で

、
必
要

事
項

を
記
入

の
上
市

長

の

証
明

を
受

け
て

社
会
保

険
庁

へ
提
出

し

て
く

だ
さ

い
。
期

限
ま
で

に
提

出

さ
れ
ま
せ

ん
と

、
年

金

の
支
払

い
が

遅
れ

た
り
、
差

し
止

め
に

な

っ
た
り

し

ま

す
。

な

お
、
年

金
を
受

け

ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
日

か
ら

一
年
を

経
過

し
て

い
な
い
人
は
、
提
出
す
る
必
要
は
あ

り
ま

せ

ん
。

ま
た
、
二
十
歳
前
障
害
と
障
害
福

祉
年

金
か

ら

の
移
行
分

の
障
害

基
礎

年

釡
を
受

け
て

い
る
人

の
現
況

昜

の

提
出

期
限

は
、
７

月
末

日
で

す
。

嵳

国
民

年
金

課

床

下

散

布
日

程

（
雨

天

延

期

分

）

２
月
１
日
か
ら
５
月
3
1
日
ま
で
の

間

に
雨

で
薬

剤
散
布

が
延

期
と

な

っ・

た
町
会

・
自

治
会

に
つ

い
て

は
、
次

の
日
程

で
実

施
し
ま

す

。

な

お
、
再

度
延

期
と

な

っ
た
場

合

は
翌
日

に

実
施
し

ま
す

（
翌
日

が
土

曜
日

の
場

合
は
月
曜

日

に
実
施
）
。

床下薬剤散布日程（雨天延期分）圖
環
境
管
理
課
環
境
衛
生
係

Ｏ 　内は午後に実施

松

戸

市

職

員

募

集

平

成
８

年
度

の
松

戸
市
職

貝

採
用

試

験

（
上
級
職

）
を

次

の
と
お

り
行

い
ま
す

。

受
験
受
付
７
月
１
日
(
月
)
～
1
2
日
(
金
)

（
土

・
日
曜
日

を

除
ぐ

）
の
午
前

９

時

～

午

後
４

時
3
0
分
　

受

付

会

場

市

役
所

本
館
二

階
大

会

議
室

試

験

７

月
2
1
日
(
日
)
午
前
９
時
3
0
分
か
ら
市
立

松
戸

高
等

学
校
で

※
必
要

書

類
は

、
市

役
所
本

館
二

階

人
会

議
室

で
配
布

し
ま

す

。

亘

人
事
課
人

事
係

北

京

女

性

会

議
行

動

綱
領

学

習

会
７
月
８
日
(
月
)
午
後
６
時
～
９
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

内
容
女
性
と
政
治
参
画
ほ
か

費
用

五
百
円

「
盟
電
話

で
行

動
綱
領
学
習
実
行
委

員
会
・
地
守
S
8
7・
4
9
3
0
番
へ

松
戸
花
火
大
会
イ
ン
9
6

み
ん
な
で
あ
げ
る
夢
花
火

８
月
３
日
(
土
)
に
、
夏
の
風
物
詩
で

あ

る
花
火
人

会

を
開
催

し
ま

す

。

あ
な
た

の
願

い

や
想

い
を

の
せ

て

花
火

を
打

ち
上

げ
て
み

ま
せ

ん

か
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
名
前
や
メ
ッ
セ

ー
ジ

（
十

五
文

字
以

内

）
を

お

載
せ

し
、
招
待
席
を
ご
用
意
し
ま
す
。

費
用
打
上
花
火
＝
三
号
五
千
円
、

四
号
八
千
円
、
五
号
一
万
円
、
ス
タ

ー
マ
イ
ン
＝
二
十
万
円
～
二
十
万
円

舞
松

戸
花

火
大

会

実
行

宮

貝
会

事
務

局

（
商
工

観
光

課
内

）

登
6
6・
7
3

2
7

番

審査委員も同 時 募 集 中

ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
講
座

●
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
０
時
3
0
分

●

午
後
１

時
3
0分
～
４

時
3
0分

○
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分

マッキン
トッシュ
パソコン講座

ワープロ・パソコン講座

ワープロオアシス基礎講座

ワープロオアシス応用講座

ワープロソフト一太郎入門講座

ロータス1-2-3基礎講座

初心者入門講座

初級講座

①フ/2(火)・3(水)

②７/17(水)・18木＝●

７/8(月)・9(火)・10(水)・11(木)＝●

7/22(月)・23(火)・24(水)・25(木)●

７/25(木)・26(金)・29(月)・30(火)＝●

7/6(土)・13(土)=0

7/29(月)・30(火)・８/5(月)・6(火)

7/9(火)・10(水)・16(火)・17(水)

5,000 円
＋

テキスト代2,000 円

12,000円

＋

テキスト代2,000 円

15,000円

＋

テキスト代2,000円

各々
６人

各々

拓人

各々

5人

匝 事務所窓口で先 着順に受 け付け

ます（電話での申し 込 みは 、不可）。

固 地域 職業訓練センター

松戸市小金原1-19-3

O49-3200 番

昭和44 年4 月2日から昭和50 年

4月１日までに生まれた人で 、

大学を 卒業 、または平成8 年度

ご卒業見込みの人

4月1 日までに生 まれた人で、

大学の専攻課程を修了した人 、

または平成8 年度に当該課程を

修了する見込みの人

約15人

若干名

事務職
(上級)

技術職
[建築]
(上級)

散
布
町
会
・
自
治
会

常
盤
平
１
丁
目
・

常
盤
平
西
窪
町

上
本
郷
松
郷
・
河
原
塚
南

・

（
河
原
塚
南
山
）

古
ヶ
崎
本
田
第
１

・
第
２

横
須
賀

・
横
須
賀
２
丁
目
・

新
松
戸
北
１
丁
目
・
２

丁
目
・

（
新
松
戸
東
）

11(木)  9(

火)  5(金) 

7/3(水)  日

程

広報 １９９６年(平成８年)６月２５日

松戸地域職業訓練センター

児
童
・
生
徒
健
歯
審
査
会
を
開
催

職 種
採用予定

人数
受 験資 格



5 割以上の人が

松戸市に住んでいることに満足

市民の皆さんが毎日の暮らしの中で、どんなことを考えて、どんなこ

とを希望しているのかを知るために、「市民意識調査」を行いました。

５割以上の人が松戸市に住んでいることに満足していることや、将来

の松戸市の姿として「保健や医療が充実し、安心できるまち」が望まれ

ていることが分かりました。

これらの結果は、将来のまちづくりのために策定中の総合計画の基礎

資料として役立たせます。

醫 企画部政策企画室

松戸市に対する評価
松戸市について、現状をどのように認識しているか聞いてみました。

このまちに住んでいることに

満足していますか？　　　　 ］

今後の施策や行政への要望

|場所、好きな場所は?

今後も住み続けたいと思いま

すか？　　　　　　　　　　

｜

現在行っている市の施策についての満足度や、今後の要望について聞いてみました。

これまでの施策等の満足度に｜

ついて　　　　　　　　　　j

満足度が一番高かったのは、

「文化会館（森のホール21）」に対

するもので51.4% です。次に「日

常の買物の便利さ」が45.2%､「成

人病やがんの検診､ 乳幼児の健康

診査などの病気の予防対策」が

31.0% とこれに続いています。

一方、不満度が高いのは、「周

辺道路や幹線道路の整備」が48.9

％、「防犯灯、街路灯の設置」が

48.8% 、「川をきれいにする対策」

が45.6% となっています。

充実・強化はしてほしい人的

サービスは?

今後とくに力を入れてほしいj

施策は？　　　　　　　　　 ｊ

第 １位 は 「 高齢 者・障 害 児（者）の 介 護・相 談･ 指 導･ 援 助 」 で60.4 ‰ 以 下 、

救急 医療 体制 の 強化 」 の43.9% 、「 美 観･ 緑 化 の 向上 の た め の 活動 へ の 支援 」

37.0% 「 健 康 の ため の予 防対 策」34.1% と続 き、 保 健 一医 療 ・ 福 祉 面 の 充 実･

強化 を望 む声 が 強い とい う 結果 に な っ てい ま す。　　　　 ・ 複数回答（４つまで）

☆ 市 外 在 住 者 の 目　　　　　　　　

ｌ　 松戸 市の魅力 、好 きな 場所につ いて聞 きま

ｉし た。 魅力 の有無 につ いては 「普通である 」

1’と する 人が最も 多く て59.996 。　魅力 を感じ

ると回 答し た人 は17.5 ％で 、その理由 は「交

i 通 の便 がよい 」「自 然環境 がよ い」 が 多く 、

１好 きな 場所につ いては 、市民 への回答と同 様

１に「21 世 紀の森と 広場」が 最も 多＜な ってい

ｉます。

市全体から見て、つくって
１

(増やして)ほしい施設は？ １
を複数回答(４つまで)

一番多かったのは、「高齢者のための福祉施設」の56.8% です。

「温水プール・リハビリ・トレーニング施設」「公園・広場や緑

道」などがこれに続きます。

第１位の｢ 保健･ 医療･福

祉の充実したまちづくり｣

は、行政地区別(10 地区)で

見ても、全ての地区で第１

位となっていて、市民の高

齢化に対する意識の高さが

うかがえます。

※複数回答 （３つまで）

☆ 市 外 在 住 者 の 目

今後とくに力を入れてほしい

施策とし ては 、「都市基 盤施設 ｜

の整備 」「交通条 件のよい まち

|づくり」などが多く、これらの

| 施策への

身近な場所でつくって(増や

して)ほしい施設は?

第１位 は「防 犯 灯･ 街 路 灯 」の42.8%

す 。 以 下 「駅 前 駐 輪 場 」 の29.4% 、「交

番 」 の28.2% 、「児 童 公 園 ・ こ ど もの 遊

び 場 」の27.4% な どが 続 き ます。

※複数回答（４つまで）

施設整備やサービスの取り組|

み方については？　　　　

松戸市の将来像について
松戸市に将来このような都市になってほしい、また自分たちの住む家の周辺は将来こういう環境

になってほしいというような将来イメージについて聞いてみました。

今後、目標すべきまちの将来

像のイメージは?

｢保 健や 医 療 が 充 実 し 、 安 心

で きる まち｣｢ 安 全 で 災 害 に強 い

ま ち｣｢ 水 と み ど り に恵 ま れた 自

然の豊かなまち」「お年寄りや障

害 を持 っ た人 に もや さし い 住 み

や す い ま ち｣ とい う ４つ の イメ

ー ジが 、 同 様 な比 率 で 挙 げ ら れ

て い ま す。 こ れ を年 齢 別 に みる

と、40 歳 以 上 で は、 こ の ４ 項 目

が ほぽ 同様 な比 率 で 高 く な り、

20歳 代 で は｢ 自 然 が 豊 か｣ が 、

30 歳 代 で は｢ 保 健 や医 療 が充 実｣

が 、 こ の ４項 目 の中 で は 高 く な

っ てい ま す。 ※複数回答( ２つまで)

「水 や み ど り な どの 自 然 に つ

つ ま れ た地 区 」 を51.7% の 人 が

挙 げ て い ます。 第 ２位 は､「道 路

な どの 交 通 網 が 整 備 さ れ、交 通

の 便 利 な地 区 」 の38.4% 、 第 ３

位 は 「教 育 ・文化 施 設 の 整 っ た

地 区 」 の28.3% とな っ て い ます 。

※複数回答（２つまで）

将来の松戸市の人囗規模につ1
いては？　　　　　　 １

「このままでよい」という人が53.6% 。

「もっと増えてもよい」と「ある程度は

増えてもよい」を合わせると約36 ％に

なります。これを世代別にみると年齢

が上がるごとに人口増加に寛容な傾向

があるものの、全体としては現状のま

まを望む人が多くなっているようです。

行政と市民の関係
情報公開や負担についての意識、市民参加の活動について聞いてみました。

情報提供の満足度と知りたい|

情報の種類は?　

「市 の情 報 が 十分 に伝 え ら れ

て い る と思 う」(46.0%) と 「そ

う 思 わ な い 」(39.0%) が 共 に 高

く な っ て い て 、 情 報 の 伝 え方 に

工 夫 が 求 め ら れ てい る よ う で す 。

また 知 り たい 情 報 の種 類 とし

て は 、 保 健 ・医 療 ・福 祉 が 第 １

位 で す 。　　　※複数回答（２つまで）

☆ 市 外 在 住 者 の 目

「水と みどりに恵 まれた自 然

の豊かな まち」が 、松戸市の 将

来 像のト ソプ で す。

松戸市の将

来像にふさ

わしい色は

?

「みどり」が52.9% で最も多く、

続いて「きみどり」「みずいろ」

の順です。

市の行う事業と市民の負担に 万

ついては？　　　　　　 ｊ

将来の松戸市にふさわしい言
葉は？

昨年発生した阪神淡路大震災の影響からか、

巾民生活への安全・安心に対する関心の高さが

らかがえます。

今後のまちづくりを進める場1
合の市と市民の役割分担は？j

市政や地域活動に、｢参加したい｣｢ どちらかといえば参加したい｣

を合わせると、参加したい人(44.9%) が参加したくない人(31.7%)

を上回っています。

また、参加したい活動の種類は、｢趣味や特技をいかしたボランテ

ィア活動｣ が男女とも最も高く、以下､ 男性が｢ 緑化の活動｣(16.7%)

や｢ 公共施設をつくる時のまちづくりの活動｣(15.5%) と続くのに対

して、女性は｢ 高齢者

や身障児(者)の介護活

動｣(17.6%) や｢ まち

の美化運動｣(11.9%)

と続き、男女の意識の

違いも見られます。

☆ 市 外 在 住 者 の 目

「参加し たい」（37.8 ％ ）と 「参加し たく

ない」(36.496) が 、ほば同率とな ってい ま

す。参加したい活動の第１位は、「趣味や特技

をいかしたボランティア活動」の28.1%です

｢ 市と市民が話し合っ

て計画をつくり、進める｣

が５割を超え、市が行政

リストラ実施計画で進め

ている｢ 開かれた行政｣

｢市民協働型の行政｣など

が求められていることが

分かります。

意識調査報告書を

貸し出し・販売します

市内の各図書館

（本館・分館）で、

市民意識調査報告

書（ 本編／自由

回答編 ）を貸し

また、報告　 、

書の概要版は、市役

所・支所・各図書館で、無料配布し

ています。

※政策企画室(市役所７階)では、報

告書を販売(1,200円)しています。

市民 意 識 調 査 が ま とまる|

ご協力ありがとうござ

いました

満 足 し て い る 理 由 は 何 で す

か?　　　　　　　　　　　　：

身近な地区の将来イメージ
は？

| 市政や地域活動への参加意向1
市政や地域活動への参加意向と参加したい活動の種類は？

皆さんの意見をできるだけ満遍なくうかがうため、満20

歳以上の市民を対象に、市内を10地区に分け、男女別・年

齢別で無作為に抽出した8,000人に、また、市外から本市に

通勤通学している人にも、事業所などの協力で、2,000人に

回答をお願いしました。

その結果、約半数の回答をいただきました。ご協力あり

がとうございました。

広報 １９９６年(平成８年)６月２５日

対　　　 象 回収数 有効回収率

市　民(質問数:29) 3,520件 44.0%

市外在住者(質問数16) 1,32ﾜ件 66.4%

合　 計 4,84ﾜ件 48.5%

広報 1996年(平成８年)６月２５日

総合計画の

基礎資料となる
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大

会

７
月
９
日
(
火
)
単
前
９
時
か
ら
　
会

場
運
動
公
園
体
育
館

対
象
車

内
在

住
・
在
勤
の
女
性
　
内
容
ラ
ン
ク
別

団
体
戦
３
ｗ
 
費
用
一
人
六
百
円

圃
６
月
2
8
日
(
金
)
午
前
1
0
時
か
ら
運
動

公
園
会
議
室
で
行
う
組
み
合
わ
せ
会

議
で

圓

家
庭
婦
人
卓
球

連
盟
・
古
川

容

6
2・
3
7
2
9

番

市
民
水
泳
教
室

期日  時間  対象

費用各3,000円会場中央公園プ ール

圃
７
月
６
日
(
土
)
・
７
日
(
日
)
午
後
３
時

～
５
時
に
費
用
を
持
参
し
て
、
中
央

公
園
プ
ー
ル
事
務
所
へ

齊
松

戸
市

水
泳
協
会
事
務
局
〔
ス
ポ

ー
ツ
ス
ク
エ
ア
松
戸
内

登
6
2・
7
2

5
5
番

（
単
後
１
時
～
４
時
、
６
月

2
9
日
(
土
)
・
3
0
日
(
日
)
を
除
く
）
〕

あ
な
た
の
健
康

消
化
管
の
検
査

松
戸
市
で
行
わ
れ
て
い
る
検
診

事

業

の
中

に
、
集
団

の
胃

が
ん
検

診
と
個
別
の
大
腸
が
ん
検
診
が
あ

り
ま
す
。
検
査
の
結
果
『
要
精
密

検
査
』
と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
さ

ら
に

精
密

な
消
化

管

の
検
杏

を
受

け

る
よ
う

に
指

導
さ

れ
て

い
ま
す

。

胃
や
人
腸
の
よ
う
な
消
化
管
の
病

気
を

診
断

す
る
方

法

に
は
、

エ

ッ

ク
ス
線

検

査
と
内

視

鏡
検
査

の
二

つ

が
あ
り

ま
す

。

エ

ッ

ク

ス
線

検

査

涌
常
用
い
ら
れ
る
バ
リ
ウ
ム
（
硫

酸

バ
リ

ウ
ム
）

は
造
影

剤

の
一

つ

で

、
陽
性

造
影

剤
と

い
わ

れ
、
消

化

管
専
用

の
も

の
で

す
。
こ

れ
に

対
し

陰
性

造
影

剤
と

い
わ

れ
る
も

の
に
は

、
空
気

や
炭

酸

ガ
ス

（
発

泡

剤
）

が
あ
り

ま
す

が
、
こ

の
両

者

を
同

時
に
使

っ
て

検
査

を
行
う

の
が
消
化

管

の
二
重

造
影
法

で
す

。

が
ん

や
潰
瘍

（
か

い
よ
う

）

の

診
断
は
、
造
影
剤
抜
き
の
レ
ン
ト

ゲ
ン
写

具
で
は
ま
っ
た
ぐ
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
バ
リ
ウ
ム
を
飲
む
こ

と
に
よ
っ
て
人

上
的
に
エ
ッ
ク
ス

線
吸
収
の
差
を
作
り
、
病
変
を
映

し
出
す
わ
け
で
す
。
こ

の
消
化
管

の
二
重
造
影
法
の
特
徴
は
、
①
胃

の
中
に
空
気
や
炭
酸
ガ
ス
を
入
れ

て
風
船
の
よ
う
に
ふ
く
ら
ま
せ
、

粘
膜
面
を
詳
細
に
観
察
す
る
こ
と

に
よ
り
、
大
変
細
か
い
病
変
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
早
期

発
見
に
つ
な
が
る
⑦
撮
影
方
法
を

標
準
化
す
る
こ
と
で
一
定
規
格
の

写
真

が
撮
れ
、
ど
こ
で
誰
が
撮
っ

た
写
真
で
も
容
易
に
比
較
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
検
査
台
を
倒
し
た
り
起

こ
し
た
り
、
体
を
回
転
さ
せ
た
り

す
る
の
は
、
胃
や
大
腸
の
粘
膜
面

に
満
遍
な
く
バ
リ

ウ
ム
を
付
着
さ

せ
、
二
重
造
影
法
の
効
果
を
引
き

出
す
た
め
な
の
で
す
。

時間…午前9時から　対象…地区住民（明・矢切地区は一般の参加も可）費用…無料

［ 当日会場で、または事前に電話で問い合わせ先へ

内

祝

鏡

検

査

内

視

鏡

検

査

は

内

部

を

直

接

視

で

き

る

の

で

、

粘

膜

の

色

調

や
病

巣

の
形

、

凸

凹

、

範

囲

な

ど

を

よ

く

見

る
こ

と

が

で

き

ま

す

。

必

要

な

ら

生

検

と

い

っ
て

、

組

織

を

採

っ

て

さ

ら

に

詳

し

く

調

べ

る

こ

と

も

で

き

ま

す

。

ま

た

、

ポ

リ

ー

プ

な
ど
で
は
切
除
治
療
も
で
き
ま
す
。

早
期
の
検
診
を

こ

の

よ

う

に

消

化

管

の

が

ん

や

潰

瘍

の

診

断

の

た

め

に

は

、

エ

ッ

ク

ス

線

検

査

と

内

視

鏡

検

査

が

そ

れ

ぞ

れ

の

特

徴

を

生

か

し

て

、

お

互

い
に

補

う

関

係

で

使

わ

れ

て

い

る

の

が

現

状

で

す

。

こ

の

関

係

は

ま

だ

当

分

続

く

で

し

ょ
う

。

胃

が

ん

は

減

少

の

傾

向

に

あ

り

ま

す

が

、

大

腸

が

ん

は

増

加

し

つ

つ

あ

り

ま

す

。

し

か

し

、

こ

の

検

査

を

駆

使

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

早

期

発

見

・

早

期

治

療

が

可

能

に

な

る

わ

け

で

す

か

ら

、

胃

腸

症

状

が

あ

れ

ば
進

ん

で

検

査

を

受

け

る

よ

う

に

し

て

く

だ

さ

い

。

（
松
戸
市
医
師
会
)

情報

講
座
・
講
演

市役所の代表電話は

単
後
５

時
3
0分
～
７
時

一
　
期
　

一
　
二
　
期

市内在住・在勤・

在学の小・中・高

校生・一般（初心

者も可、成人女性

コースあり）

各先着100人

7/17(水)

～21(日）

7/22(月)

～26(金)

本 庁

矢 切

東 部

常盤平

五香

六実

小金原

小 金

馬 橋

新松戸

7/21(日)

7 ／14日

７／７(日)

7 ／14日

７／７日

７／21(日)

7／14(日)

7／21(日)

7／14(日)

7／14(日)

8/4( 日)

7/14(日)

7／20(祝)

7／14日

南部小学校

上本郷第二小学校

矢切小学校

柿 ノ木台小学校

和名ケ谷スポーツ

センター

スポーツパーク

常盤平体育館

常盤平第一小学校

六高台スポーツ広場

六実第三小学校

松飛台第二小学校

栗ヶ沢小学校

小金原体育館

小金北小学校

ハケ崎小学校

新松戸西小学校

グラウンドゴルフ

ソフトバレーボール

インディアカ

ラージボール卓球

グラウンドゴルフ

ソフトバレーボール

インディアカ

ソフトバレーボール

インディアカ

クラウンドゴルフ

ソフトバレーボール

インディアカ．

ラージボール卓球

グラウンドゴルフ

ソフトバレーボール

インディアカ

ラージポール卓球

ゲラウンドゴルフ

グラウンドゴルフ

ソフトバレーボール

ラージボール卓球

グラウンドゴルフ

ソフトバレーボール

インディアカ

ラージボール卓球

グラウンドゴルフ

ソフトバレーボール

インディアカ

グラウンドゴルフ

ソフトバレーボール

グラウンドゴルフ

ソフトバレーボール

インディアカ

ラージボール卓球

体育指導委員

斉藤昔67-746O番

体育指導委員

村松昔64-292ﾜ 番

体育指導委員

平川音62-0ﾜ58 番

体育指導委員

渡部豐91-1547番

体育指導委員

宍戸1589-8415 番

体育指導委員

山方 87ｰ9009番

体育指導委員

市村登42-6190 番

体育指導委員

藤咲S44-9248 番

体育指導委員

吉村容41-3323番

体育指導委員

香川 43-5580 番

チャンネル

※ タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

66-1111番

広報 １９９６年(平成８年)６月25日

222



催

し

物

松
戸

ま
ち
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

７
月
1
3
日
(
土
)
午
前
９
時
3
0
分
新
松

戸
駅
西
口
駅
前
広
場
集
合
（
雨
天
の

場
合
は
小
金
小
学
校
で
ビ
デ
オ
鑑
賞
)

コ
ー
ス
新
松
戸
駅
～
幸
谷
観
音
～
こ

ど
も
の
森
湧
水
～
東
漸
寺
裏
湧
水
～

小
笠
小
学
校
約
四
k
m
）
定
員
百
人

費

用
無
料

持
ぢ
物
怪
食

惠
７
月
２
日
(
火
)
ま
で
に
、
電
話
で
建

設
局
企
画
調
整
室
へ

松
戸
市
学

童
保
育
文
化
行

事
「
ク

オ
ー
レ

ー
ム
ジ

カ
ペ

ガ
サ

ス
音
楽

隊
コ

ン
サ

ー
ト
」

６
月
2
9
日
(
土
)
①
午
後
３
時
～
５
時

②
午
後
６
時
～
８
時

会
場
市
民
会

館

費
用
千
五
百
円

（
四

歳
以
上
）

内
容
歌
・
マ
リ
ン
バ

ー
パ
ー
カ
ッ
シ

ョ
ン
の
饗
宴

固
大
橋
あ
り
の
み
学
童
保
育
所

・
加

藤
昔
9
1・
2
6
1
7

番

松

戸
市

民

吹

奏

楽

団

フ

ァ

ミ

リ

ー
コ

ン

サ

ー
ト

６
月
3
0
日
(
日
)
午
後
２
時
～
４
時

会
場
市
民
会
館
費
用
無
料
内
容

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
曲
集

結
渡
利

登
6
8・
2
5
3
6

番

ダ

ル

マ

植
え

込
み

盆

養
菊

の

実

技

講

習
会

７
月
７
日
(
日
)
)
午
後
１
時
～
５
時

会
場
市
民
会
館
 
費
用
無
料

膸
千
松
菊
花
会
・
結
城
容
6
3・
5
9

8
5
番

松

戸
演

劇

鑑
賞
会

観

劇
会

「
二

ノ
チ

カ
」

７
月
1
4
日
(
日
)
午
後
３
時
開
演
　
会

場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　主
演
黒
柳
徹
子

呰
乕

五
千
六
百
円

固
小
野

容
6
9・
5
3
5
9

番

松

戸

北

子

ど

も

劇

場
低

学

年

例

会

荒
馬

座

「
風

の

ま

つ
り

Ｉ

夢

は

野
を

こ

え

山

こ

え
て

」

７
月
７
日
(
日
)
①
午
後
１
時
～
２
時

1
0分
②

午
後
４

時
～
５
時
1
0分

会

場
新
松
戸
北
小
学
校
体
育
館
費
用

三
千
五
百
円

（
会
員
以
外
）
　
内
容

和
楽
器
の
生
演
奏
と
歌
と
踊
り

舞
松
村

き
4
7・
4
4
4
6

番

県立現代産業科学館7月の催し物

カ

ッ

パ

座

公

演

「
平

成

竹

取

物

語

か

ぐ

や

ひ

め

」

７
月
1
3
日
(
土
)
午
後
２
時
～
４
時

会
場
巾
民
会
館
　
費
用
二
千
円
（
当

日
券
）
、
千
八
百
円
（
前
売
券
）
、
全

席
自
由
　
内
容
等
身
大
ぬ
い
ぐ
る
み

人
形

劇

撻

松

戸
カ

ッ
パ
友

の
会

・
田
中

公

6
8・
2
2
9
0

番

日　　時　　　　　　 内　　　 容　　　　　 定　 員　 費　 用

7/13 曲　　　　　　 産業たんけん隊　　　　　 小学生　　　 。

午前10時50 分～正午 （館内オリエンテーリング）　 先着20人　　
無料

7/21(日)～8/31(土)　企画展示「人と鉄」　　　　　　　　無料

7/27(土)　　　　　　身近なサイエンス教室　　　小学5年生　保険料

午前10時30分～正午「手づくリパン焼器でパンを焼こう」120円

7/28(日)　　　　＝産業技術史講座　　　　　　45人　　無料

午後2 時～3 時30 分　 「鉄の技術 史」　　　　　 （要予約）　^ ゛

7/31(水)　　　　　工場見学会　　　　　　　　　40人　保険料

午前9時～　　　（三井造船千葉工場～　　　（7/10まで

午後4時30 分　 東京湾から見る京葉工業地域）に要予約）　330
円

7/7日・14(日)　　　７日［ブラックホール］

・21（日）・28(日)　　14・21日「はるかなるET」各150人　無料

午後1時～2時　　28日「超銀河団」

圉電話またはファクスで県立現代産業科学館 79-2005番、隰79

-2221 番へ

7/16(火)・18(木)

9/30(月)

7/16(火)・23(火)

9/30(月)

7/12(金)・9/30(月)①Aコース 3日間②Bコース 3日間③ 集中コｰ ス

(1 日目)医師による講演会

(2 日目) 調理実習

(3日目) 簡単なヨガの実技

(1 日目) 生活の見直し 。

調理実習

(2日目)簡単なヨガの実技

費用無科

｀圉①②は7/11(木)、③は7/8(月)までに電話で健康課n66-489番へ〔先着順〕

ハガキ記入要領

（１）平成 ８年４月 １日～ ５月31 日 生

まれで ６月１日 以降に住民登録をし た

人

（２）予 診票 （旧 問診 票） を持 ってい

ない下記の人

＜幼児 ＞

・３ヵ 月以 上４歳未満で ツ反・ＢＣＧ

の予防接種 が済んでいな い人

・３ヵ月以上７歳６ヵ月未満でポリオ

の予防接種 が２回済んでいない人

・３ヵ月以上７歳６ヵ月末満でDPT

の予防接種 が４回済んでいない人

・１歳以上 ７歳 ６力月 未満で麻し ん 、

風し んの予防 接種が済んでいない人

・３歳以上7歳６ヵ月未満で日本脳炎

の予防 接種 が３回済んでいない人

＜小・中学生＞

・小学 ４年 生以上13 歳未満 及び中 学

２年生以 上16 歳 未満 で日本 脳炎 の追

加接 種=をし ていない人

・小学５年生以上13歳未満でＤＴ第

２期（旧 ジフテリ ア第 ３期）の接種 が

済 んでいな い人

・中学２年生以上16歳未満で風しん

の予防 接種が済んでいない人

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
へ

◎
譲
り
ま
す

〔
家

具
〕

ツ

ー

ウ
ェ

イ
丸

テ

ー

ブ

ル
一
万
円
◆

洋
服
だ
ん
す
二

千
円

◆
木

製
食
堂
用

い
す
四
脚
二

千
円

◆
籐

製

ガ
ラ
ス
テ

ー
ブ
ル
五
千
円

◆

ラ
イ
テ
ィ
ン

グ

デ
ス

ク
無
料
◆

木
製

学
習
机
無
料
二
点
◆

一
人
掛

け
籘

い
す
無
料
◆

ウ
ォ
ー
タ

ー
ベ

ッ
ド
二
千

五
百
円
二
点
◆

シ
ン

グ

ル

マ
ッ
ト
レ
ス
千
円

∴
二
千

円
◆

セ
ミ

ダ
ブ
ル

マ
ッ
ト
レ

ス
無
料
◆

パ
イ

プ
ロ
フ
ト

ベ
ッ
ド
（
シ
ン

グ

ル
）
二
千

円
◆
折
り

た
た
み
式
座

卓
四
千
円

〔
電
気

用
品

〕

窓
用

縦

型

エ
ア
コ

ン
一
万
円

・
無
料
◆
二

槽
式
洗
濯

機

五
千

円
◆

ス
ピ
ー
カ
ー一
二
個
無

料
◆
食
器
乾
燥
機
二
千
五
百
円
◆
つ

り
下

げ
用
照
明
器
具
六
千
円
◆
ジ

ュ
ー
サ
ー
ミ
キ
サ
ー
ハ
千
円
◆
餅

つ
き
機
五
千
円
◆
ホ
ッ
ト

カ
ー
ペ

ッ
ト
二
千
円
◆
留
守
番
機
能
付
き

コ

ー
ド
レ
ス
親
子
電
話
無
料
◆

ホ

ー
ム
サ
ウ
ナ
ニ
千
円

〔
子
供
用

品
〕
Ａ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー

千
円

こ

．千
円

・
四
千
円

・
五
千

円
・
一
万
円
◆
Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー

千
円
・
五
千
円
◆
ペ
ビ
よ

フ
ッ
ク

無
料
・
八
百
円

・
二
千
円
◆
ワ
ン

タ
ッ
チ
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー
千
円
◆

メ
リ
ー
ゴ
ー
フ
ウ
ン
ド
二
千
円
◆

ベ
ビ
ー
ジ
ム
千
円
◆
マ
ッ
ト
レ
ス

付
き
う
つ
伏
せ
寝
用
組
布
団
二
千

円
◆

ベ
ビ
ー
組
布
団
三
千
円
◆
ネ

ッ
ト
付
き
ベ
ビ
ー
バ
ス
千
円
◆

ベ

ビ
ー
バ
ス
五
百

円
◆

ベ
ビ
ー
用

蚊
帳
千
円
◆
チ
ャ
イ
ル

ド
カ
ー
シ

Ｉ
ト

二

千

円
三

点

・
三

千

円

・
五

千
円

◆

ベ

ビ

ー

ベ

ッ

ド
五

千

円

◆

お
ま
る
百
円
◆
歩
行
器
百
円
・
五

百
円

よ
（

Ｉ

円

〔
ス

ポ
ー
ツ

用

品

・
楽

器
〕

ピ

ア
ノ

無

料

二

点
◆

キ

ー

ボ

ー

ド

エ
レ

ピ

ア

ン

三
千

円
◆

筋
肉

ト
レ

ー

ニ
ン

グ

マ

シ

ー
ン

五
千

円

◆

ラ

テ

ン

ダ

ン
ス
シ
ュ
１
ズ
2
3
・
５
セ
ン
チ
五
千
円

◆
ダ
ン
ス
シ
ュ
１
ズ
2
2
・
５
セ
ン
チ
四

千

円

◆

ス

タ
イ

リ

ー

兼

ぶ
ら

下

が

り

健

康

器

無

料
◆

ル

ー

ム

ウ

ォ

ー

カ
ー
ハ

千

円
◆

〔
日
用

雑

貨
〕
工

業

用

ミ

シ
ン

無

料

二

点

◆

ミ

シ
ン

一
万

円
二

点
◆

五

月

人

形

五

千

円
◆

衣

装

ケ

ー

ス
三

個
一
．千

四

百

円
◆

双

眼

鏡
千

円

◆

ポ

ラ

ロ
イ

ド
カ

メ
ラ

千
円

◆

テ

ン

ト

無
料
◆

匝
６
月
2
9
日
巾
〔
当
日
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名

（
品

物
一
点

に
つ
き

一
人
一
枚

）
・
価

格
・
住
所

・
氏
名

・
電
話
番
号

（
昼

間
お
勤
め
の
人
は
勤
め
先
の
電
話

番
号
）
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸

市
小
根
本
七
の
八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松

戸
第
ニ
ヒ
ル
松
戸
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ

※
相
手
の
紹
介
は
、
月
初
に
抽
選

し
、
当
選
者
に
電
話
連
絡
し
ま

す
。
紹
介
後
は
自
主
交
渉
に
な

り
ま
す
。

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
６
月

2
8
日
(
金
)
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込

ん
で

く
だ

さ

い
（
一
人
三
点

ま

で
）
。
７
月
2
5日
号
に
掲
載
し
ま

す
。
価
格
は
一
万
円
ま
で
で
、
衣

料
品

・
食
料
品
・
自
転
車
な
ど
は

扱
い
ま
せ
ん
。

固
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
昔
6
6・
7

3
2
9
番

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
予
防
教
室

個
人

市

政

見

学

会

参

加

者
募

集

７
月
1
0日
水
午
前
９
時
市
役
所
正

面
玄
関
集
合
　
コ
ー
ス
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
～
2
1世
紀
の
森
ど
広
場
～
和

名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
昼
食

お
よ
び
見
学
）
～
消
防
局
～
市
役
所

（
解
散
）
　
定
員
先
着
二
十
三
人

持

ち
物
昼
食

食
堂
等
は
あ
り
ま
せ
ん
）

曹
用

無
料

羝
電
話
で
広
報
課
へ

親

と

子
の

東

京

湾
視

察

会

８
月
２
日
(
金
)
①
午
前
９
時
4
0
分
②

午
前
1
1
時
1
0
分
③
午
後
１
時
1
0
分
か

ら
　
乗
船
場
所
干
葉
港
船
員
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
前
　
定
員
各
回
と
も
小

中
学
生
と
そ
の
保
護
者
二
百
五
十
人

（
抽
選
）
　
内
容
千
葉
港
周
辺
視
察
と

水
質
調
査
の
実
演
ほ
か

兩
７
月
1
0
日
(
水
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

封
筒
に
返
信
用
封
筒
（
八
十
円
切
手

を
張

っ
て
宛
て
先
を
記
入
）
を
同
封

し
、
希
望
時
間
・
乗
船
希
望
者
全
員

の
氏
名
・
年
齢
（
小
中
学
生
は
学
年
ご

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
6
0
1
9
1
千

葉
中
央
郵
便
局
私
書
箱
四
〇
号
千
葉

県
庁
水
質
保
全
課
（
昔
0
4
3
・
2
2
3
・
3

8
1
6
番
）
へ

お
知
ら
せ

文
化

ホ

ー
ル

ギ

ャ
ラ

リ

ー
の

利

用
受

付

７
月
２
日
(
火
)
午
前
1
0
時
 
会
場
文

化
ホ
ー
ル
（
講
座
室
）
　
他
用

期
間
1
0

月
１
日
(
火
)
～
1
2
月
2
7
日
(
金
)
 
持
ち
物

使
用
料
・
社
会
教
育
関
係
団
体
登
録

証
（
該
当
団
体
の
み
）

豬
支
化
ホ
ー
ル
公
6
7・
7
8
1
0

番

海

外

技

術

者

研

修

生

を
受

け

入

れ

る

ホ
ス

ト
フ

ァ
ミ

リ

ー
募

集

７
月
６
日
(
土
)
～
７
日
仙
の
一
泊
二

日
　
費
用
無
償
内
容
(
財
)
海
外
技
術

者
研
修
協
会
（
Ａ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
）
の
研
修
生

十
九
人
（
十
一
力
国
）
の
ホ
ー
ム
ス
テ

兩
直
接
ま
た
は
電
話
で
(
財
)
松
戸
市
国

際
交
流
協
会
（
市
役
所
新
館
五
階
）
へ

六

実

市

民

セ

ン

タ

ー

別

館
で

の

ツ
反

・
Ｂ

Ｃ

Ｇ
予

防
接

種

中

止

改
修
工
事
の
た
め
、
７
月
２
日
㈹

・
４
日
(
木
)
に
予
定
さ
れ
て
い
た
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

は
中
止
と
な
り
ま
す
。
該
当
す

る
人

は
、
他
の
会
場
で
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ

い
。

夏

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

昔
6
6・

7
4
8
4
番

剛

寺

島

文
化

会

館

助

成

金

給

付

団

体

を

募

集

対
象
1
0
月
１
日
(
火
)
～
９
年
３
月
3
1

凵
丱
の
間
に
①
芸

術
・
文
化

②
学
術

・
体
育
ス
ポ
ー
ツ
③
そ
の
他
生
涯
学

習
領
域
の
活
動
を
目
的
と
し
た
非
営

利
団
体
が
行
う
単
発
的
な
文
化
事
業

・
イ

ベ
ン
ト
（
個
人
の
私
的
利
用
、

政
治
・
宗
教
に
関
わ
る
も
の
を
除
く
）

助
成
金
総
事
業
費
の
二
分
の
一
ま
た

は
十
万
円

の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
を

上
限

圃
７
月
1
日
(
月
)
～
2
8
日
(
日
)
の
間
に
、

麹
寺
島
文
化
会
館

（
登
０
４
７
１
・

6
7・
6
1
5
3

番
）
へ

※
選
考
結
果
は
８
月
末
ま
で
に
通
知

予

防

接

種

の

お

知

ら

せ

７
月

上
旬

に
、
平

成
８

年
４
月

１

日

～
５

月
3
1口

生

ま

れ
の
人

に
予
防

接
種

の
通
知

を
し

ま
す

。
ま

た
、
左

表
に
該

当

す
る
人

は
申
し

込

み

が
必

要

で

す

の
で

、
直

接
各

保
健

セ
ン

タ

ー
・
各

支
所

の
市

民
健
康

相

談
室

で

申
し
込
む
か
、
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
下

記
の
要
領
を
記
入
し
、
〒
2
7
1
松
戸
市

竹

ケ
花
七
四

の
三

松
戸
市

甲
央
保

健

セ

ン

タ
ー
内

保

健
衛

生
課
予

防
衛

生

ふ

れ

あ

い

サ

マ

ー

ス

ク

ー

ル

８
月
４
日
(
日
)
・
５
日
(
月
)
（
一
泊
二
日
）

会
場
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

対

象
小

学
四
年

～
六

年
生

・
中

学
生

定

員

先

着

七

十

人
　

費

用

小

学

生

三
千

七
百

円

、
中
学

生
四
千

三
百

円

内

容

ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル

ロ

ケ

ッ

ト

作

成

・
自

然
と

の
ふ
れ

あ

い
ほ

か

圃
７
月
４
日
(
木
)
ま
で
に
、
電
話
で
(
社
)

松

戸
青

年
会

議
所

昔
6
7・
1
9
8
3

番

へ

新

松

戸

ま

つ

り

出

演

者

募

集

７
月
2
0
日
(
祝
)
・
2
1
日
(
日
)
　
会
場
新

松

戸
け

や

き
通
り

・
新

松
戸
中

央
公

園
ほ

か
　

募

集

内

容

神

輿

担

ぎ
手

、

カ

ラ

オ

ケ
大

会

・

新

松

戸

お

ど

り

（
盆
お

ど
り
）
・
阿
波

お

ど
り

・
仮

装

パ
レ

ー

ド
・
よ

さ
こ

い
鳴
子

お
ど
り

の

参
加

者
（
初

心

者
歓

迎

。
練

習
日

あ
り
）

醋

新
松
戸

ま
つ
Ｉ
事

務

局

・
宮
井

容

4
7
・
５
３
５
３
３
番

松

戸

都

市

景

観
ラ

ボ
募

集

（
松

戸

の

景

観

を

考
え

よ
う

）

毎
月
二
回
程
度
（
一
回
約
二
時
間

で
二
年
間
を
予
定
）
会
場
市
役
所
・

市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か
　
費
用
無
料

膸
松
戸
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会
・

高
橋

昔
4
8・
3
2
7
7

番

（
平
日
夕

方
以
降
）

地

域

に

開

か

れ

た

医

療

を

め

ざ

し

福

祉

医

療

セ

ン

タ

ー
で

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

募

集

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア

登
録
に

あ
た

り
次

に

よ
り
研

修
を
行

い
ま

す

。

７
月
1
0
日
(
水
)
・
1
3
日
(
土
)
・
2
8
日
(
日
)
、

各

午
後
１

時
～

４

時

（
都

合

の
良

い

一
口
）
　
会
場
市
立
福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー
　
対
象
高
校
生
以
上
内
容
福

祉
医

療

セ
ン

タ

ー
に
つ

い
て

・
ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア
に
期

待

す
る

も
の

・
ボ

ラ

ン
テ
ィ

ア

の
活

動

を
始

め
る

に
あ
た

っ
て

・
ボ
ラ

ン

テ
ィ
ア

保
険

に
つ

い

て

・
福

祉
医

療
セ

ン

タ
ー
見

学
ほ

か

費
用
無
料

惠
７
月
２
日
(
火
)
ま
で
に
、
電
話
で
市

立
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
保
健
福
祉
医

療

室

昔
9
1
・
5
5
0
0

番

へ

係

（

容
6
6・
7
4
8
4

番

）

へ

※
旧

問
診
票

を
持

っ
て

い
る
人
は

個

別

接
種
受

託
医

療
機

関

・
集
団

接

種
会
場
で
交
換
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

中央保健

センター

※のみ

東部市民

センター

各36人

25 人

コース　　　　期　　日　　　定 員　　　内　　 容　　　　　会　場

広報 １９９６年(平成８年)６月２５日



6/29(土)

30(日)

7/ 7( 日)

13(土

) 14(日)

18(木)

19(金)

21(日)

23(火)

期日  内容  開演時間  問い合わせ先

文化ホールギャラリー 67-7810番

期日  内容  開演時間  問い合わせ先

松戸駅市民ギャラリー66-7462番

期間 6/29(土)まで  30(土)～7/11(木)  12

(金)～25(木)

21世紀の森と広場パークセンター  45-8000番

期間 内容

文
化
施
設
県
内
図

見に行こう 聴いてみよう

期間 内容

期間 内容

森のホール21  84-5050番

期間 内容(☆は有料)  開演時間  問い合わせ先

相談名  期日  時間  会場

法律相談☆

税務 相談

登記 相談

行政 相談

住宅 相 談

外国人相談

交通事故・

市政・一般

消費生活相談

毎週火・木、第

2・4月曜日

第1月曜日

第2金曜日

第3金曜日第2

・第4月曜日

毎週水曜日

第2・第4火曜

日

午後1時～5時午前9時～正午

午後1時～5時

午後1時～4時30

分

午後1時～3時

午前10時～午後4

時

午前9時～正午
2(火)

5(金)

9(火)

12(金)

16(火)

19(金)

23(火)2

6(金)月～

金曜日

市

民

相

談

室

※
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

相談名  期日  時間  会場

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(S61 ―4089番)でも行っています。

就 学 相 談 ☆

教 育 相 談 ☆

育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)

消費生活センター

65-6565番

教 育 研 究 所

S66-7461 番

北松戸保育所

S67-4646 番

相談はすべて無料です。☆印の相談は予約をお願いします。

健康保険証を忘れずに
お気軽にご相談ください 7月の相談あんない

博物館 84

-8181番

市民劇場 68-0

070番

市民会館 68-1237番

救
急
医
療
体
制

◆テレホン案内サービス　　　　 ｜

………S66-0010 番 １

平日・午後５時～翌日午前９時 ！

休日と土曜･ 午前９時～翌日午 ｜

前９時　　　　　　　　　　　　 ｌ

◆夜間急病診療所…S68-3756 番 １

衛生会館内･毎日午後8B卜11 時
ｉ

◆休日土曜日夜間歯科診療所　　i

………H65-3430 番 １

衛生会館内･午後８時～11時　　 １

巡

回

年

金

相

談

一文化施設だより＝

=  戸定歴史観 62-2050番

戸定歴史観 62-2050番

7/7(日)まで通常展 7/7(日)まで｢徳川写真館I｣

7/20(祝)～9/23(

祝)とその時代｣

徳川写 真館とは 、戸定歴史館 展示室に設定された仮 想の写真館です。ここには 、

徳川昭武や慶喜をはじめとする徳川一門の人々の撮影した写真が収められていま

す。 今後シリーズで展開さ れる 徳川写真館の第 １ 回とし て 、今回は新発見 、初公

開の昭武、慶喜の写真を中心に展示します。

慶応３年(186ﾜ年)､将軍徳JI慶喜の命でパリ万国博覧会に派遣された徳川昭武は

その 後 、日本の代 表とし て各国を歴訪し たのも最初 で最後の大名留学生とな りま

した 。昭武の生涯を 通じて19 世紀末から20 世紀初頭の世界を 展観し ます。

入館時間…午前９時30分～午後４時30分(月曜日は休館)入館料…大人60円、高大学生40円、小中

学生20 円(第２・４土曜日は、小中学生の観覧は無料です)

７／２(火)～31(水)､午後１時

15分･３時15 分から25 分間1

(土一日･祝･休日は午前11 時

からも上映)

7/2{ 祝}～9/1( 日)　 、...

7/30(火)～8/1(木)・20(火

)～22(木)．各日午前10時～

正午と午後 ２時～ ４時

ハイビジョン映 像「花 一生命の神秘」（観覧無料）

※ ８／１〔木〕からは「北 アルプ ス・立山連峰／自然紀行」（20 分間）を 上映し

ます。

地中 から のメッセージ　 千葉県教 育委員会巡回展

内容県 内で調査さ れた遺跡の 中から注目さ れる遺跡 の出土品約1,100 点を

厦示 ・公 開　 会場市立博物館企画 展示 室　 観覧料無料

夏 休み体験教室 「布 を織る」

内容木綿糸の 縦糸に裂い た木綿布を横糸にし て織る機 織り体験　 対 象小学

校 ４～６年生　 定員各 回先着３人　 会場 市立博物館　 費用無料

圃 往復 ハガ キに住所 ・氏 名・希望 日時・電話番 号を記入し て 、〒270 松戸

市千 駄堀671 松戸 市立博物館 「布を 織る 」係(084-8272 番）へ

入館時間…午前９時30分～午後４時30分　観覧料…一般300円･高大学生15〔〕円･小中学生100円(第

：２・４土曜 日は 、小 ・中 学生の観覧は 無料で す) 休 館日… 月曜 日(祝 日に当たると きは翌日) ・第４金

|曜日( 館内整理日) 常設展示 解説ツァ ー…毎週土 一日曜日と祝日の 午後２時から45 分間 、解 説員によ

Iる常設展示解説ツァ一を開催しています(参加者は観覧料が必要です)。

※7/１(月)まで、館内＜ん蒸のため臨時休館します。

大
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ル
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6/3( 日)
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金)
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土)
-
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土)
-

21(日)
-
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火)
-
6/27(木)
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28(

金)
-
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土)
-
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-
７／ ６(土
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7(
日)
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10(水)
-

13(土

)
-
，14( 日)
-
1　19(金
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土)1　23(火

)1　24( 水)

25(木
)

松竹大歌舞伎　☆

BUCK －TICK1996TOUR CHAOS ☆

松戸シティフィルファミリーコンサート　☆

渡辺美里コンサ ート

miSato Free Sp けSToUr'96　　　 ☆

マイヤ ・プ リセ ツカ ヤレ ニン ゲラード国

立バレエ＆ロシア･バレエのスターたち ☆

東京バレエ劇場 バレエ 団公演　　　　 ☆

小中高校による サマーコン サート

プ ルガリア国立ソフィア少年少女合唱団☆

レ スナーコン サート４

｢松戸市工業の明日を考える] 松戸市工業活

性化シンポジウム

｢トラや帽子店｣ コン サート　　　　 ☆

カラ オケ教室と きわ10 周年記念発表会

ピア ノ発畏会

･柏マンドリン クラブ 第６回定期演奏会

平成８年度紆営事頂審査等に関する 説明会

10:45

松戸市文化振興財団　　o84 ―5050 番

フリップサイド 登03-3470-9999 番

菊地誠司　　　　　　　c44-6741番

ディスクガレージ公03-5704－3200番

光藍社　　　　O03-3943-7531番

東京バレエ劇場S03 ―3361 ―0958 番

小金中学校（小坂）　　041-0646 番

労音東 葛センター　　　G65-9911 番

渡辺圭子　　　　　　　O46-2450 番

市商工観光課　　　　　066―7327番

吉田豊美　　　g0471－72－4018番

カラオケ教室ときわ　　昔68－8640 番

名輪香　　　　　　　　Q86-3578番

三浦春枝　　　昔0471-44-7137番

千葉県東葛飾土木事務所o64 ―5136 番

潰口嘉久子　　　　　　S42-8417番

松戸市文化振興財団　　き84－5050 番

今村洋子　　　昔0474－39－6058番

上野範子　　　　　　S63-4625 番

二十世紀が丘音楽教室　登67ー3574番

西澤節子　　　　　　　084-1741 番

カワイ音楽教室松戸店　昔88－22引 番

期日  内容  開演時間 問い合わせ先
歌 ・マ リン バ・パーカッション の響宴 「ク

ォーレムジカ 」　　　　　　　　　　 ☆

フ ァミ リー コン サート

扇花会舞踊25 周 年記念大会

劇団カッパ座　カッパ虹伝説「平成竹取物語

かぐ や姫」　　　　　　　　　　　　　 ☆

フラメン コ舞踊発表会　　　　　　　　 ☆

創立10 周年記念 女声合唱団瑞季 第 ３回 定

期演奏会　　　　　　　　　　　　　 ☆

松戸東子ども劇場低学年合同例会「目をさませと

らごろう」　　　　　　　　　　　　　 ☆

万作踊りおさ らい会

15:0
018:00
14:00
10:

0014:00

17:3018:30

16:30

10:00

松戸 放課後 の子ども指導研究会

ｓ91－2617番

松 戸市民吹 奏楽団　　　Q68-2536 番

扇花会　　　　　　　　042 ―1432 番

松戸カ ッパ友の会　　　O68-2290 番

ロサーナ吉敷フラメンコ舞踊教室昔63－5439 番

女声合 唱団瑞季　　　　085-5488 番

松戸東子ども 劇場　　　 昔84 －0504 番

万作踊 り保 存会　　　　O64-9940 番

親と子の良い映画を見る会a62－3738番
親と孑の良い映画を見る会アニ

メ「５等になりたい」　　 ☆
10:00　13:00
15:00　18:30

※月曜日は休 館。☆印のついている 催し 物は 有料です。

6/29(土

) 30(日)

7/ 6(

土)13(

土)14(日)

20(土)

21(日)

24(水)

新東京病院 ５周年 記念事業

ピ アノ発表会（プ チ・コン サート）

ピ アノ発表会

ピ アノ発表会

ピ アノエ レクト ーンおさら い会

ピ アノエレクト ーン発 表会

ピ アノ発表会

伊藤楽器ピア ノ発 表会

15:00

12:00

16:00

13:30

14:00

13:00

13:30

10:00

平野勉

長久保容子

永澤えい子

尾前哲郎

高井朱実

渡辺幸恵

藤木けい子

㈱伊藤楽器

公66-7000番

046-6681 番

≪68 ―9294番

S86-4195 番

盆41一1366番

き67ー1337番

S43-5978番

登48-0111 番

※月 曜日は休 館。

6/30(日)まで

7/13(土)～　14(日)

;7/23(火)～８／ ４(日)

7/24(水)～28(日) 一一

松戸市美術展

シャドーボックス作品展

松戸市小中学校児童生徒席書展

市教育委員会社会教育課

シャドーボックス友の会

市教育委員会指導課

昔66-7462番
e84-7699番

c66 ―7305番

さ66－7458番
開館時 間…午前10 時～午後 ６時 （月曜日は休館）

東

西

寿墨会水墨画展

匳雨谷登62一9234 番

北村昭吉写真展

｢水辺の詩｣

崑北村Q63-3714 番

第31回松戸市美術展

入賞作品展

崩社会教育課

o66―7462番

松戸ネイチャーフォトクラブ写真展

｢自然との出会い｣

崑戸張公86-7034 番

山形桂津美写真展

麺山形昔85一0893番

展
示
 
 
催
し
物

相
談

入館時間…午前９時～午後４時30分（月曜日は休館）　※7/21(日)からは午後６時まで

7/10(水)～14(日)

23(火)～28(日)

30(火)～8/11(日)

7/7(日)午前10時～11時30分

20(祝)午後3時～4時

ベゴニア展　日本ベゴニア協会

納涼盆栽展　日本盆栽協会松戸支部

-ひょうたん展　松戸ひょうたん村

野草ウォツヂング　講師…自然解説員・川端祥子氏

昆虫ウォツチング　講師…自然解説員・松葉光豊氏

匣当日 パーク センタ ーで受け付け（先着25 人）　費用…無料　※雨天中止

みどりの相談員による花や緑に関する相談

(電 話 でも 受 け付け ま す)

毎週水･土・日曜日

人
権

相
談
＝

援
護
課
庶
務
係

（
市
役
所
内
）

心
配
ご
と
＝
社
会
福
祉
協
議
会

合
6
8・
0
5
0
3

番

市役所相談コー名馬橋支所六実支所小金支所‾常磐平支

所

新松戸市民

センター

小金原市民

センター

午前10時～午後3時

第1～第４金曜日

①(月)

②(火)

2(火)

3(水)

③(水)

４(木)

人

権

相

談

心

配

ご

と

相

談

○
の
日
は
心
配
こ
と
相
談
の
み

※人権相談は干葉地方法務局松戸支局(063―6278番)でも行っています。

女 性 パ ー ト

労 働 相 談

ゆう まつ ど

こころの相談

女性就業相談

労 働 相 談

毎月第２火曜日

第1 ～第３月曜日

第４月曜日

火･金曜日

第1 ・第３月曜日

午後1時30分～4時30分

午前10時～午後４時

午後１時～７時

午前10時～午後4時
一
午後1時～５時

女性センター

63-
050
5番
市役所
相談コ
ーナー

国

民

年

金

課

適

用

係

吸
左
記
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課
へ

市役所相談室常磐平支所小金支所小金原支所‾馬橋支所

六実支所‾新松戸支

所

矢切支所

東部支所

市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

午前9時～午後5時

午前10時～午後3 時

午前９時～午後4時

広報 １９９６年(平成８年)６月25日

月～金曜日
午前９時～正午

刹 安部韵0 分～4時30分

月～金曜日 午前8時30分～午後5時
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